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(54)【発明の名称】 反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  広視野角を有し、透過モードと反射モードで
色純度差がない反射透過型液晶表示装置用カラーフィル
タ基板及びその製造方法を提供する。
【解決手段】  本発明によるカラーフィルタ基板の構成
は、反射部と透過部の色差を減らすために、反射部に散
乱物質を含むバッファ層を形成して、バッファ層を含む
基板の上部にカラーフィルタを形成する。このとき、透
過部に対応するカラーフィルタの厚さが反射部に対応す
るカラーフィルタの厚さの約２倍になるようにする。し
たがって、反射部と透過部から放出される光の色差を減
らすことができ、入射された光を乱反射することによっ
て視野角を広め、輝度を向上させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透過領域と反射領域を有する基板と;前
記基板上に形成されて前記反射領域に対応し、散乱特性
を有するバッファ層と;前記バッファ層上部のカラーフ
ィルタと;前記カラーフィルタ上部の共通電極を含む反
射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項２】  前記基板上部にブラックマトリックスを
さらに有することを特徴とする請求項１に記載の反射透
過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項３】  前記透過領域のカラーフィルタは、前記
反射領域のカラーフィルタより厚いことを特徴とする請
求項１または２に記載の反射透過型液晶表示装置用カラ
ーフィルタ基板。
【請求項４】  前記透過領域のカラーフィルタの厚さ
は、前記反射領域のカラーフィルタの厚さの２倍である
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の
反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板。
【請求項５】  前記バッファ層の散乱特性は、散乱ソー
ス物質に起因することを特徴とする請求項１ないし４の
いずれかに記載の反射透過型液晶表示装置用カラーフィ
ルタ基板。
【請求項６】  前記バッファ層は、ベンゾシクロブテン
とアクリル系樹脂の何れかからなることを特徴とする請
求項１ないし５のいずれかに記載の反射透過型液晶表示
装置用カラーフィルタ基板。
【請求項７】  前記バッファ層の屈折率は、前記散乱ソ
ース物質の屈折率と異なることを特徴とする請求項１な
いし６のいずれかに記載の反射透過型液晶表示装置用カ
ラーフィルタ基板。
【請求項８】  前記カラーフィルタは、赤、緑、青の３
原色のサブカラーフィルタからなることを特徴とする請
求項１ないし７のいずれかに記載の反射透過型液晶表示
装置用カラーフィルタ基板。
【請求項９】  前記ブラックマトリックスは、ブラック
樹脂からなることを特徴とする請求項１ないし８のいず
れかに記載の反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ
基板。
【請求項１０】  透過領域と反射領域を有する基板を準
備する段階と;前記基板上に前記反射領域に対応して散
乱特性を有するバッファ層を形成する段階と;前記バッ
ファ層上部にカラーフィルタを形成する段階と;前記カ
ラーフィルタ上部に共通電極を形成する段階を含むこと
を特徴とする反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ
基板の製造方法。
【請求項１１】  前記基板上部にブラックマトリックス
を形成する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１
０に記載の反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基
板の製造方法。
【請求項１２】  前記ブラックマトリックスは、ブラッ
ク樹脂からなることを特徴とする請求項１１に記載の反*
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*射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板の製造方
法。
【請求項１３】  前記カラーフィルタを形成する段階
は、前記透過領域におけるカラーフィルタを前記反射領
域のカラーフィルタより厚くする段階を含むことを特徴
とする請求項１０ないし１２のいずれかに記載の反射透
過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板の製造方法。
【請求項１４】  前記カラーフィルタを形成する段階
は、前記透過領域のカラーフィルタの厚さが前記反射領
域のカラーフィルタの厚さの２倍になるようにする段階
を含むことを特徴とする請求項１０ないし１３のいずれ
かに記載の反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基
板の製造方法。
【請求項１５】  前記バッファ層の散乱特性は、散乱ソ
ース物質に起因することを特徴とする請求項１０ないし
１４のいずれかに記載の反射透過型液晶表示装置用カラ
ーフィルタ基板の製造方法。
【請求項１６】  前記バッファ層は、ベンゾシクロブテ
ン(ＢＣＢ)とアクリル系樹脂中のいずれか１つからなる
ことを特徴とする請求項１０ないし１５のいずれかに記
載の反射透過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板の製
造方法。
【請求項１７】  前記バッファ層の屈折率は、前記散乱
ソース物質の屈折率と異なることを特徴とする請求項１
０ないし１６のいずれかに記載の反射透過型液晶表示装
置用カラーフィルタ基板の製造方法。
【請求項１８】  前記カラーフィルタを形成する段階
は、感光性カラー樹脂を塗布する段階と、前記感光性カ
ラー樹脂をパターニングする段階を含むことを特徴とす
る請求項１０ないし１７のいずれかに記載の反射透過型
液晶表示装置用カラーフィルタ基板の製造方法。
【請求項１９】  前記共通電極を形成する段階は、透明
導電物質をスパッタリングにより蒸着する段階と、前記
透明導電物質をパターニングする段階を含むことを特徴
とする請求項１０ないし１８のいずれかに記載の反射透
過型液晶表示装置用カラーフィルタ基板の製造方法。
【請求項２０】  前記カラーフィルタは、赤、緑、青の
３原色のサブカラーフィルタからなることを特徴とする
請求項１０ないし１９のいずれかに記載の反射透過型液
晶表示装置用カラーフィルタ基板の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
るものであり、特に反射透過型液晶表示装置用カラーフ
ィルタ基板及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般的に液晶表示装置は、電界発生電極
が各々形成されている２つの基板を、２つの電極が形成
されている面が対面するように配置して２つの基板間に
液晶物質を注入し、２つの電極に電圧を印加して発生す
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る電界により液晶分子を動かすことで、光の透過率を変
化させて画像を表現する装置である。
【０００３】液晶は自らは発光しないので、画像を表示
するために別途光源を必要とする。このような液晶表示
装置は用いる光源によって透過型と反射型に分けられ
る。
【０００４】透過型液晶表示装置は、光源として液晶パ
ネル後面のバックライトを用いて、バックライトから出
る光を液晶パネルに入射させて、液晶の配列によって光
の量を調節して画像を表示する。ここで、液晶表示装置
の電界発生電極は透明導電物質からなり、２つの基板も
透明基板でなければならない。透過型液晶表示装置は光
源としてバックライトを用いるために、暗い環境でも明
るい画像を表示することができる。しかし、バックライ
トから入射した光に対して透過する光の量が非常に少な
いために、液晶表示装置の輝度を向上させるためにはバ
ックライトの輝度を増大させなければならない。したが
って、透過型液晶表示装置はバックライトによる電力消
費が非常に大きくなる短所がある。
【０００５】一方、反射型液晶表示装置は、外部の自然
光や人造光を反射させる際、液晶の配列によって光の透
過率を調節する。反射型液晶表示装置は光の大部分を外
部の自然光や人造光源に依存するので透過型液晶表示装
置に比べて電力消費が少ない反面、暗い場所では用いる
ことができない短所がある。
【０００６】したがって、透過型と反射型の２種のモー
ドを必要に応じて適切に選択して用いることができる装
置として反射及び透過兼用液晶表示装置が提案された。
【０００７】以下、図１を参照して一般的な反射透過型
液晶表示装置について説明する。図１は、一般的な反射
透過型液晶表示装置の一部を概念的に示した分解斜視図
である。
【０００８】図示したように、一般的な反射透過型液晶
表示装置１１は、上部基板１５と下部基板２１及び液晶
層２３を含む。上部基板１５と下部基板２１は離隔され
て対面しており、液晶層２３は上部基板１５と下部基板
２１の間に位置する。
【０００９】下部基板２１の内側面にゲート配線２５と
データ配線２７が形成されており、ゲート配線２５とデ
ータ配線２７は交差して画素領域Ｐを定義する。画素領
域Ｐは透過領域Ａと反射領域Ｂからなる。次に、ゲート
配線２５とデータ配線２７の交差地点には薄膜トランジ
スタＴが形成されており、画素領域Ｐには薄膜トランジ
スタＴと連結されている画素電極１９が形成されてい
る。
【００１０】一方、上部基板１５の内側面にはブラック
マトリックス１６が形成されており、ブラックマトリッ
クス１６は画素電極１９に対応する開口部を有する。ブ
ラックマトリックス１６下部にはブラックマトリックス
１６の開口部に対応するカラーフィルタ層１７が形成さ
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れている。カラーフィルタ層１７は赤、緑、青の３色か
らなり、一つの色が一つの画素領域Ｐに対応する。カラ
ーフィルタ層１７下部には共通電極１３が形成されてい
る。
【００１１】図２は、反射透過型液晶表示装置の断面を
概念的に示した図面であって、一般的な反射透過型液晶
表示装置の一画素領域を図示したものである。
【００１２】図示したように、一般的な反射透過型液晶
表示装置１１は、下部基板２１の内側面に透過電極１９
ａが形成されていて、その上に絶縁膜３０が形成されて
いる。絶縁膜３０上には反射電極１９ｂが形成されてお
り、反射電極１９ｂは反射板の場合もある。反射電極１
９ｂは透過領域Ａに対応する透過ホール２０を有する。
図示していないが、前述のように、下部基板２１上には
ゲート配線とデータ配線、そして薄膜トランジスタが形
成されている。
【００１３】下部基板２１上部に離隔されて接する上部
基板１５が配置されている。上部基板１５の内側面には
カラーフィルタ層１７が形成されており、カラーフィル
タ層１７下部には共通電極１３が形成されている。図示
していないが、上部基板１５とカラーフィルタ層１７間
にはブラックマトリックスが形成されている。
【００１４】次に、液晶層２３が上部基板１５と下部基
板２１間に挿入されており、液晶層２３の液晶分子は２
つの基板１５、２１に対して平行に配列されている。
【００１５】上部基板１５及び下部基板２１の外側の面
には偏光板(図示せず）が各々配置され、２つの偏光板
の光透過軸は相互に直交している。
【００１６】下部基板２１の外側の面にはバックライト
４１が配置されている。バックライト４１は反射透過型
液晶表示装置の透過モードの光源として用いられる。
【００１７】透過モードの場合、バックライト４１から
の第１光Ｌ１は、透過領域Ａの透明電極１９ａを通過
し、次に、液晶層２３を通過しながら、その量が調節さ
れて放出される。
【００１８】一方、反射モードの場合、外部光源からの
第２光Ｌ２は、反射領域Ｂに位置する液晶層を通過して
反射電極１９ｂで反射される。続いて、第２光Ｌ２は液
晶層２３を再び通過して放出される。このとき、放出さ
れた第２光Ｌ２の量は液晶分子の配列によって調節され
る。
【００１９】このような反射透過型液晶表示装置で、カ
ラーフィルタ層１７は顔料のような物質を含有する。顔
料は光の特定波長帯の成分に対して吸収係数が非常に低
く、光のそれ以外の波長帯の成分に対しては吸収係数が
非常に大きい。したがって、カラーフィルタ層を通過す
る光は顔料の性質によって、例えば、赤、緑、青の色を
有する。
【００２０】ところで、このような反射透過型液晶表示
装置では、第１光Ｌ１は、カラーフィルタ層１７を１回
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のみ通過する反面、第２光Ｌ２は、カラーフィルタ層１
７を２回通過するために、放出された第１光Ｌ１と第２
光Ｌ２は色に差を生じる。すなわち、第２光Ｌ２は第１
光Ｌ１より色純度が高い。
【００２１】また、前述した構造の反射透過型液晶表示
装置を反射モードで用いる場合は、外部の光に依存する
ために透過モードで用いる場合より一般に輝度が低く、
ミラー効果のために視野角が狭い問題点がある。
【００２２】このような輝度と視野角を改善するため
に、従来は前記反射部における光の散乱特性を大きくす
るための多様な試みがなされていた。以下、図３と４を
参照して説明する。
【００２３】図３は、従来の第１例による反射透過型液
晶表示装置の一部を概念的に示した断面図であって、図
４は図３の“Ｃ”領域を拡大した図面である。図３には
反射透過型液晶表示装置の反射領域のみが図示されてい
る。
【００２４】図示したように、第１基板２１の内側面に
画素電極１９が形成されており、画素電極１９は透過電
極１９ａと反射電極１９ｂからなる。透過電極１９ａと
反射電極１９ｂ間には絶縁層３０が配置されている。こ
こで、絶縁層３０は図４に示したように表面が凹凸状で
あり、したがって、絶縁層３０上部の反射電極１９ｂも
表面が凹凸状である。
【００２５】第１基板２１上部には第１基板２１と所定
間隔だけ離隔されて第２基板１５が配置されており、第
２基板１５の内側面にはカラーフィルタ層１７と共通電
極１３が形成されている。また、図示しなかったが、第
２基板１５の内側面にはブラックマトリックスが形成さ
れている。
【００２６】このように、前記反射電極１９ｂを凹凸状
に形成する場合、液晶表示装置の外部から入射して反射
される光Ｌ３の正反射を最小化して、分散させることが
できる。したがって、反射モードで視野角が広まって輝
度が向上される。
【００２７】しかし、このような反射透過型液晶表示装
置では、前記反射電極１９ｂを凹凸状に構成するために
複雑な工程を経なければならず、収率が低下する問題点
がある。これを解決するために別に散乱層を形成する方
法が提示された。
【００２８】図５は、従来の第２例による反射透過型液
晶表示装置の一部を概念的に示した断面図であって、反
射領域に対応する。
【００２９】図示したように、第１基板２１の内側面に
画素電極１９が形成されており、画素電極１９は透過電
極１９ａと反射電極１９ｂからなる。透過電極１９ａと
反射電極１９ｂ間には絶縁層３０が配置される。
【００３０】第２基板１５が第１基板２１上部に離隔さ
れて配置されており、第２基板１５内側面にはカラーフ
ィルタ層１７と共通電極１３が順に形成されている。図
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示しなかったが、第２基板１５内側面にはブラックマト
リックスが形成されている。
【００３１】第２基板１５の外側の面上には散乱層１６
が形成されており、その上に偏光板２２が配置されてい
る。
【００３２】散乱層１６は、外部から入射した光Ｌ３の
みならず反射電極１９ｂで反射した光Ｌ４も散乱させる
ために、反射モードの輝度と視野角が向上する。更に、
散乱層１６を形成する工程は、図４のように凹凸状の反
射電極１９ｂを形成することよりは容易である。
【００３３】しかし、このような散乱層１６は、透過領
域(図示せず)にも形成されるために、透過モードのコン
トラスト比が低くなり、画質が低下する問題点がある。
【００３４】
【発明が解決しようとする課題】本発明は前記した従来
の問題点を解決するために案出されたものであり、本発
明の目的は広視野角を有し、透過モードと反射モードで
色純度差がない反射透過型液晶表示装置用カラーフィル
タ基板及びその製造方法を提供することにある。
【００３５】
【課題を解決するための手段】前述したような目的を達
成するための本発明による反射透過型液晶表示装置用カ
ラーフィルタ基板は、透過領域と反射領域を有する基板
と；前記基板上に形成されて前記反射領域に対応し、散
乱特性を有するバッファ層と；前記バッファ層上部のカ
ラーフィルタと；前記カラーフィルタ上部の共通電極を
有する。
【００３６】前記カラーフィルタ基板は、基板上部にブ
ラックマトリックスをさらに含んでもよい。
【００３７】前記透過領域のカラーフィルタは、前記反
射領域のカラーフィルタより厚く、２倍であることが望
ましい。
【００３８】ここで、バッファ層の散乱特性は、散乱ソ
ース物質に起因しており、バッファ層はベンゾシクロブ
テンとアクリル系樹脂中の１つから選択することもでき
る。
【００３９】このとき、バッファ層の屈折率は、前記散
乱ソース物質の屈折率と異なる値を有するのが好まし
い。
【００４０】本発明で、カラーフィルタは、赤、緑、青
の３色のサブカラーフィルタからなる。一方、ブラック
マトリックスは、ブラック樹脂からなっていてもよい。
【００４１】本発明による反射透過型液晶表示装置用カ
ラーフィルタ基板の製造方法は透過領域と反射領域を有
する基板を準備する段階と；前記基板上に前記反射領域
に対応して散乱特性を有するバッファ層を形成する段階
と；前記バッファ層上部にカラーフィルタを形成する段
階と；前記カラーフィルタ上部に共通電極を形成する段
階を含む。
【００４２】本発明は基板上部にブラックマトリックス
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7
を形成する段階をさらに含むことができ、ブラックマト
リックスはブラック樹脂からなっていてもよい。
【００４３】本発明で、カラーフィルタを形成する段階
は、前記透過領域におけるカラーフィルタを前記反射領
域のカラーフィルタより厚くする段階を含み、前記透過
領域カラーフィルタの厚さが前記反射領域カラーフィル
タの厚さの２倍になるようにする段階を含むこともでき
る。
【００４４】ここで、バッファ層の散乱特性は、散乱ソ
ース物質を利用して形成されることができ、バッファ層
はベンゾシクロブテン（ＢＣＢ）とアクリル系樹脂の内
の１つからなっていてもよい。
【００４５】このとき、バッファ層の屈折率は、前記散
乱ソース物質の屈折率と異なる値を有することもでき
る。
【００４６】また、前記カラーフィルタを形成する段階
は、感光性カラー樹脂を塗布する段階と前記感光性カラ
ー樹脂をパターニングする段階を含むこともできる。
【００４７】一方、前記共通電極を形成する段階は、透
明導電物質をスパッタリングにより蒸着する段階と前記
透明導電物質をパターニングする段階を含むことができ
る。前記カラーフィルタは、赤、緑、青の３色のサブカ
ラーフィルタからなる。
【００４８】このように、本発明による反射透過型液晶
表示装置用カラーフィルタ基板では反射部に散乱物質を
含むバッファ層を形成して、その上に反射部に対応する
厚さが透過部に対応する厚さの約２倍になるカラーフィ
ルタを形成することによって、反射部と透過部から放出
される光の色差を減らし、視野角及び輝度を向上させる
ことができる。
【００４９】
【発明の実施の形態】以下、添付した図面を参照しなが
ら望ましい実施例に対して詳細に説明する。
（実施例）図６（Ａ）及び図６（Ｂ）は、光の波長によ
る赤色カラーフィルタの透過度を示すグラフであって、
図６（Ｂ）のカラーフィルタの厚さは図６（Ａ）のカラ
ーフィルタの厚さの２倍である。
【００５０】図６（Ａ）に示したように、赤色カラーフ
ィルタを通過した光は、赤色波長帯(Ｆ）の光と約４７
０ｎｍないし５７０ｎｍ範囲波長帯(Ｇ）の光に分けら
れる。赤色波長帯(Ｆ）の光はほとんど１に近い透過率
を有する反面、約４７０ｎｍないし５７０ｎｍ範囲波長
帯(Ｇ）の光の透過率（Ｈ）は約０．１ないし０．３で
ある。したがって、赤色カラーフィルタを通過した光は
赤色光に約４７０ｎｍないし５７０ｎｍ範囲の波長帯
(Ｇ)にある光、すなわち、緑色光が若干混合されるの
で、赤色光は色純度が高くない。
【００５１】一方、図６（Ｂ）に示すように２倍の厚さ
の赤色カラーフィルタを通過した光は、同様に赤色波長
帯(Ｆ）の光と約４７０ｎｍないし５７０ｎｍ範囲の波
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長帯(Ｇ）の光に分けられるが、赤色波長帯(Ｆ）の光は
前記図６（Ａ）と同様にほとんど１に近い透過率を有す
る反面、約４７０ｎｍないし５７０ｎｍ範囲波長帯
(Ｇ）の光の透過率（I）はほとんど０に近い。したがっ
て、赤色カラーフィルタを通過した図６（Ｂ）の光は、
図６（Ａ）に示す場合に比べて高い色純度を有する。
【００５２】このように、カラーフィルタの厚さが厚く
なるほど、カラーフィルタを通過した光の色純度が高ま
るので、透過領域のカラーフィルタを反射領域のカラー
フィルタより厚くして放出される光の色純度を均一にす
ることができる。
【００５３】以下、図７（Ａ）ないし図７（Ｄ）を参照
して、本発明による反射透過型液晶表示装置用カラーフ
ィルタ基板の製造方法について詳細に説明する。図７
（Ａ）ないし７（Ｄ）は本発明による反射透過型液晶表
示装置用カラーフィルタ基板の製造工程を示した断面図
である。
【００５４】まず、図７（Ａ）に示したように、反射部
Ｍと透過部Ｌで定義された基板１００上にブラックマト
リックス１０２を形成する。ブラックマトリックス１０
２は開口部を有するが、前記開口部は２つの反射部Ｍ
と、前記２つの反射部Ｍの間に位置する１つの透過部Ｌ
に対応する。ブラックマトリックス１０２はブラック樹
脂からなり、基板１００はガラスのような透明な物質か
らなる。
【００５５】次に、図７（Ｂ）に示したように、ブラッ
クマトリックス１０２を有する基板１００上に複数の散
乱球１０６を含む有機物質を塗布または蒸着した後、フ
ォトエッチング工程を通してパターニングすることによ
って、反射部Ｍにバッファ層１０４を形成する。バッフ
ァ層１０４はブラックマトリックス１０２を覆う。ここ
で、散乱球１０６は、反射部Ｍで反射される光を分散さ
せる。バッファ層１０４にはベンゾシクロブテン(ＢＣ
Ｂ)やアクリル系樹脂を用いることができる。
【００５６】次に、図７（Ｃ）に示したように、バッフ
ァ層１０４上に感光性樹脂を塗布してパターニングし
て、カラーフィルタ１０８を形成する。カラーフィルタ
１０８は、赤(Ｒ)、緑(Ｇ)、青(Ｂ）のサブカラーフィ
ルタ１０８ａ、１０８ｂ、１０８ｃからなり、サブカラ
ーフィルタ１０８ａ、１０８ｂ、１０８ｃは順次に形成
される。ここで、カラーフィルタ１０８は相異なる第１
厚さｔ１と第２厚さｔ２を有するが、望ましくは透過部
Ｌの第１厚さｔ１は反射部Ｍの第２厚さｔ２の２倍にな
る。
【００５７】このとき、バッファ層１０４により、反射
部Ｍと透過部Ｌにおけるカラーフィルタ１０８間に段差
Ｋが生じる。
【００５８】次に、図７（Ｄ）に示したように、カラー
フィルタ１０８上に透明な導電物質をスパッタリングの
ような方法で蒸着してパターニングして共通電極１１０
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を形成する。共通電極１１０はインジウム－スズ－オキ
サイド（ＩＴＯ）やインジウム－酸化亜鉛（ＩＺＯ）か
らなる。
【００５９】本発明では、透過部Ｌのカラーフィルタ１
０８の厚さｔ１が反射部Ｍのカラーフィルタ１０８の厚
さｔ２の約２倍であるために、透過部Ｌから放出された
光は反射部Ｍから放出された光と同様な色純度を有す
る。更に、反射部Ｍから放出された光は散乱球により散
乱されるために、観察者方向から見た輝度を向上させる
ことができ、グレア効果が防止される。このとき、散乱
球１０６は反射部Ｍにのみ設けられており、透過部Ｌに
おける輝度及びコントラスト比は低下しない。
【００６０】
【発明の効果】したがって、本発明によって製作された
カラーフィルタ基板を適用した反射透過型液晶表示装置
は下記のような特徴がある。第一に、透過部に対応して
形成されたカラーフィルタが反射部に対応して形成され
たカラーフィルタより厚く、例えば２倍の厚さで形成さ
れたために、反射部と透過部を通過した光の着色程度が
同一になる。すなわち、反射部と透過部による色純度の
差が発生せず、画質が改善される効果がある。
【００６１】第二に、反射部に形成されたバッファ層に
散乱球が混合されたために、反射部を通過した光は前記
散乱球により散乱される。したがって、ミラー効果を防*
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*止できるので視野角を広める効果と一緒に輝度を改善す
る効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】  一般的な反射透過型液晶表示装置の一部を概
念的に示した分解斜視図。
【図２】  反射透過型液晶表示装置の断面を概念的に示
した図面。
【図３】  従来の第１例による反射透過型液晶表示装置
の一部を概念的に示した断面図。
【図４】  図３の“Ｃ”領域を拡大した図面。
【図５】  従来の第２例による反射透過型液晶表示装置
の一部を概念的に示した断面図。
【図６】  光の波長による赤色カラーフィルタの透過度
グラフ。
【図７】  本発明による反射透過型液晶表示装置用カラ
ーフィルタ基板の製造工程を示した断面図。
【符号の説明】
１００:基板
１０２:ブラックマトリックス
１０４:バッファ層
１０６:散乱球
１０８:カラーフィルタ
１１０:共通電極

【図１】 【図５】
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